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ご
あ
い
さ
つ

街
路
樹
の
枝
を
な
ら
す
木
枯
ら
し
の
音
も
身
に
し
み
る
こ

ろ
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

広
島
国
際
大
学
後
援
会
は
、
保
護
者
の
皆
様
を
会
員
と
し

て「
大
学
と
家
庭
の
連
絡
を
密
に
し
、大
学
の
教
育
目
的
の
達

成
に
協
力
・
援
助
す
る
と
と
も
に
、大
学
の
発
展
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
」を
目
的
に
活
動
し
て
参
り
ま
し
た
。

さ
て
、
後
援
会
最
大
行
事
の
教
育
懇
談
会
も
、
今
年
は
10

会
場
（
東
広
島
、
呉
、
福
岡
、
山
口
、
岡
山
、
熊
本
、
大
阪
、

広
島
、
香
川
、
愛
媛
）
で
実
施
し
６
４
４
組
・
８
６
４
名
の

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
前
中
は
、
学
生
生
活
・
就
職

に
つ
い
て
の
講
演
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
達
の
生
活
状
況
や
就

職
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
い
し
い
料
理
を
囲

ん
で
の
懇
親
会
で
は
、
各
学
科
の
先
生
方
と
和
や
か
な
一
時

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
午
後
か
ら
の
個
人

面
談
で
は
、
保
護
者
と
先
生
と
が
一
対
一
で
成
績
表
や
事
前

の
子
ど
も
達
と
の
面
談
資
料
を
参
考
に
、
単
位
が
足
り
て
い

る
か
、生
活
態
度
や
就
職
活
動
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
に
の
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
る
保
護
者
の
方
は
、「
子
ど
も
自

身
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
先
生
か
ら
も
お
話
が
聞
け
る
と

ホ
ッ
と
し
ま
す
」
と
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

２
０
０
４
年
に
は
じ
ま
り
ま
し
た
教
育
懇
談
会
も
、
５
年

目
を
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
森
永
学
長
先
生
・

秋
山
副
学
長
先
生
を
は
じ
め
、
教
職
員
の
皆
様
に
は
各
会
場

に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
ご
支
援
・
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
懇
談
会

後
に
皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
意
見
を

し
っ
か
り
受
け
止
め
、
今
後
に
生
か
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

今
、
私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
は
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
動

し
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
の
子
ど
も
達
は
間
違
い
な
く
20
年

か
ら
30
年
後
の
こ
の
社
会
を
支
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
変

化
す
る
時
代
を
生
き
抜
く
力
を
育
て
る
こ
と
は
、
私
た
ち
親

に
課
せ
ら
れ
た
最
大
の
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
は
〜
目
を
は
な
す
な
手
を
は
な
せ
〜
と
あ
り
ま
す
が
、
子

ど
も
達
と
向
き
合
い
、
必
要
と
し
て
い
る
時
は
手
を
貸
し
て
、

し
っ
か
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

後
援
会
は
子
ど
も
達
が
有
意
義
な
学
生
生
活
を
送
り
、
広

島
国
際
大
学
で
学
ぶ
こ
と
に
誇
り
と
喜
び
を
も
っ
て
無
事
大

学
を
巣
立
っ
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
大
学
の
教
職

員
の
皆
様
と
共
に
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

か
こ
の
主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ご
協
力
と
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆大学の目的
広島国際大学は、時代の要請に基づき、深く専門の学術とその応用を教育研究し、
深い教養と豊かな人間性を備えた健全な有為の人材を育成し、もって国際社会の発
展と学術・文化の向上に貢献することを目的とする。

◆教育の理念
本学における教育は、豊かな人間性と命の尊厳を基本とする。この理念に基づき、
新しい時代が求める専門的な知識と技術の習得を進めるとともに、健康、医療、福
祉、そして生活の分野において必要とされる環境、工学、情報の各領域で活躍しうる
職業人を養成する。もって、地域社会と国際社会に貢献し、人類への奉仕に寄与する。

広島国際大学後援会

会長 田中　祥恵

◆建学の精神
世のため、人のため、地域のために「理論に裏付けられた実践的技術をもち、現場
で活躍できる専門職業人の育成」を行いたい。
時代と地域が求める真のフィールド・スペシャリストを養成する使命と情熱。
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大
学
と
保
護
者
が
と
も
に
学
生
を
支
え
る
た
め
の

森永規彦学長 田中祥恵会長
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保
護
者
と
大
学
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
、
後
援
会
最
大
の
イ
ベ
ン
ト

「
教
育
懇
談
会
」
を
今
年
度
も
10
会
場
で
開
催
！

昨
年
度
の
出
席
者
数
を
上
回
る
保
護
者
の
方
々
が

ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

各
会
場
で
は
、
会
長
も
し
く
は
副
会
長
の
挨
拶
の

後
、
森
永
学
長
（
熊
本
会
場
に
お
い
て
は
秋
山
副
学

長
）
か
ら
、
大
学
の
教
育
内
容
等
の
説
明
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
の
学
生
生
活
や
就
職
活
動
に
関
す

る
講
演
会
で
は
、
安
全
で
健
全
な
学
生
生
活
や
奨
学

金
制
度
等
の
説
明
お
よ
び
就
職
活
動
の
方
法
や
過
去

の
就
職
実
績
、
親
子
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
の
昼
食
会
で
は
、
学
科
ご
と
の
テ
ー
ブ
ル

に
わ
か
れ
、
先
生
や
他
の
保
護
者
の
方
々
と
和
や
か

に
情
報
交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
個
別
面
談
で
は
、
日
頃
の
生
活
態
度

や
学
業
成
績
、
国
家
試
験
や
就
職
状
況
等
の
質
問
に

つ
い
て
、
担
当
教
員
か
ら
直
接
説
明
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
個
別
面
談
の
順
番
を
待
つ
控
え
室
で
は
、

教
務
・
学
生
・
就
職
の
個
別
ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、

各
担
当
職
員
か
ら
、
き
め
細
や
か
な
説
明
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
た
と
同
時
に
保
護
者
同
士
の
親
睦
も
深

め
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

広
島
県
以
外
で
開
催
さ
れ
た
学
外
会
場
で
は
、「
遠

く
に
住
む
我
が
子
の
様
子
を
、
と
て
も
近
く
で
知
る

こ
と
が
で
き
る
」
と
喜
び
と
安
心
の
声
を
多
く
聞
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

来
年
度
も
よ
り
多
く
の
保
護
者
の
皆
様
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

出席者

644組
864名

2008
年度



会  場 日  時 

東広島 
キャンパス 

呉 
キャンパス 

福岡会場 

山口会場 

岡山会場 

熊本会場 

大阪会場 

広島会場 

愛媛会場 

香川会場 

広
島
会
場 

2008年10月25日（土） 
10：00～16：00 
※大学祭の開催日 

2008年11月1日（土） 
10：00～16：00 
※大学祭の開催日 

2008年11月15日（土） 
10：00～15：00

2008年11月16日（日） 
10：00～15：00

2008年11月22日（土） 
10：00～15：00

2008年11月23日（日･祝日） 
10：00～15：00

2008年11月24日（月･振休） 
10：00～15：00

2008年11月30日（日） 
10：00～16：00

2008年12月6日（土） 
10：00～15：00

2008年12月7日（日） 
10：00～15：00

教育懇談会日程 
  出席者 

34組 52名 

23組 30名 

134組 175名 

54組 70名 

28組 40名 

47組 68名 

126組 159名 

21組 25名 

147組 201名 

30組 44名 

懇 談 会 D A T A

森永学長より、大学の急速な発展の状況と、一人ひとりへのきめ
細やかな教育・支援の取り組みについて説明をいただきました。

保護者の声
●一人ずつに時間

をさいて質問に答
えてくださり、感

謝しています。

●真剣な思いで我
が子たちを教育し

ていただき、素晴
らしい大学で

学べる我が子も、
私も幸せです。

●親子でこの先４
年間の目標が持て

ました。

●学業だけでなく
、生活面にも気配

りをしていただい
て、ありがと

うございます。

●毎年参加する度
に、細やかな心づ

かいのある指導と
、環境整備の

進歩がうれしく思
えます。

時  刻 次  第 

後援会会長挨拶（もしくは副会長） 

学長挨拶（もしくは副学長） 

学生生活等について（35分）　学生支援センター 

休憩（10分） 

就職に関する講演会（50分）　キャリアセンター 

昼食会 

面談　学科別個人面談　各部署別面談（教務･学生･就職） 

終了　※ 広島会場については、16：00終了 

10：00～ 

10：10～ 

10：20～ 

12：00～ 

13：00～ 

15：00

9：30～ 受付 

次第（全会場共通） 
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昼食会では和やかな情報交換で会話がはずみました。

個別面談では、担当教員から直接お話が聞けるので、日頃の不安を取り除くことができました。



Hiroshima International University Communication

広島国際大学 大学祭を開催

メインテーマ な　ご　み

！

村上直也さん

呉キャンパス大学祭
実行委員長

工学部住環境デザイン学科３年

interview

東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
は
10
月
25
日（
土
）・

26
日（
日
）、呉
キ
ャ
ン
パ
ス
は

11
月
１
日（
土
）・
２
日（
日
）に
開
催
し
ま
し
た
！

２
日
間
に
わ
た
り
、
盛
大
に
大
学
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
メ
イ
ン
テ
ー
マ

は
「
和
深
な
ご
み

」
と
し
、
学
生
同
士
の
「
和
」、
地
域
と
の
交
流
と
し
て
の
「
和
」

な
ど
の
「
和
」
を
深
め
る
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
学

生
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
保
護
者
の
方
や
、
地
域
の
商
工
会
・
青
年
会
・
自

治
会
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
方
々
に
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、１
日
目
に
「
笑
い
飯
」
さ
ん
と
「
ボ
ー

ル
ボ
ー
イ
」
さ
ん
を
お
招
き
し
て
の
、
無
料
お
笑
い

ラ
イ
ブ
も
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
見
ら
れ
ま

し
た
。
２
日
目
に
講
堂
で
行
わ
れ
た
「
市
民
交
流
音

楽
祭
」
に
は
、
地
域
の
方
を
含
む
１
５
０
０
人
が
参

加
さ
れ
、
音
楽
を
楽
し
み
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
初
日
に
教
育
懇
談
会

が
同
時
開
催
さ
れ
た
た
め
、多
く
の
参
加
者
の
方
々
が

大
学
祭
の
熱
気
を
体
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大学祭の準備などを通じて、確認・報告・連絡の大切さ

を学ぶことができました。この経験を踏まえて、将来はイ

ベントや企画を行う仕事をしたいと思っています。

11月１日（土）・２日（日）の大学祭では、もちまきや、ダ

ンスバトルなどのステージイベント、献血・骨密度測定、

キャンプファイヤーなどを行いました。１日目には、教育

懇談会帰りの保護者の方々が、模擬店のご利用やステージ

イベントに参加してくださいました。

☆

大学祭を彩る大学生・教職員・地域の方のきらめきを表現。

後援会OBのLink'sの

皆様がつくった、美

味しい「おでん」

も好評でした！
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全長40mのロング巻き寿司「ヒロコク☆スタミナ巻き」を150人で

つくりました！一気に巻くダイナミックさに参加者も大喜び！

もちまきで、

大学祭がスタート！

熱気あふれる光景でした！



2008年度

2008年度７月、８月、９月に東広島キャンパス、

呉キャンパスにて計６回のオープンキャンパスを開

催し、3124人の参加がありました。

各会場にて、大学・入試説明会や各学科の模擬講

義、施設見学等を行いました。

来年１月・２月には、一般入試を実施します。皆

様のご家族、またはお知り合いの方で本学に興味を

お持ちの方がおられましたら、お気軽に入試セン

ターまでご連絡ください。大学案内等の資料や入学

案内（願書）を無料で送付させていただきます。

田辺真海さん

東広島キャンパス大学祭
実行委員長

保健医療学部理学療法学科２年

interview

大学祭実行委員長を務める中で、プログラム冊子の広告営業などについて外部

の方とやりとりをする中で、学べたことが多くありました。

10月25日（土）・26日（日）の大学祭では、豪華な賞品が当たるビンゴ大会が好

評でした。１日目に両親が大学祭へ来てくれたので、飛び入り参加で女装大会の

審査員をしてもらったのも良い思い出になりました。

人が楽しんでいるのを見るのが好きなので、大学を卒業しても人を支える立場

でありたいと思っています。まだはっきりとした進路は決めていませんが、まず

は第一歩として、来年の病院実習をがんばります。

地名の「新広」という意味と、
大学祭がヒーローのように誇れるようにという思いを表現。
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大学・入試説明会

施設見学（臨床工学科）

【お問い合わせ先】

入試センター
フリーダイヤルＴＥＬ：0120-55-1659

ゴーゴーヒロコク
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N EWS

４
年
次
生
へ
の

国
家
試
験
対
策
と
、

卒
業
生
支
援

シ
ス
テ
ム

診
療
放
射
線
学
科
で
は
、
規
模
の
大
き
な
病
院
等
で
の
就
職
が
有
利
に

な
る
た
め
、
２
年
次
以
降
に
は
第
二
種
放
射
線
取
扱
主
任
者
、
３
・
４
年

次
に
は
さ
ら
に
第
一
種
放
射
線
取
扱
主
任
者
の
資
格
取
得
を
促
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
の
結
果
と
し
ま
し
て
は
、
第
二
種
放
射
線
取
扱
主
任
者
試
験

合
格
者
数
94
名
、
第
一
種
放
射
線
取
扱
主
任
者
試
験
合
格
者
数
は
30
名
と
、

昨
年
に
比
べ
て
大
幅
に
増
加
し
ま
し
た
。

４
年
次
生
の
国
家
試
験
対
策
と
し
て
は
、
模
擬
試
験
結
果
を
踏
ま
え
、

特
別
対
策
講
座
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
技
師
国
家
試
験
の
結
果
に
つ
き

ま
し
て
は
、今
年
度
か
ら
は
３
月
末
に
は
分
か
る
日
程
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、今
年
度
か
ら
初
め
て
、卒
業
生
支
援
シ
ス
テ
ム
も
導
入
さ
れ
、卒

業
後
の
国
家
試
験
へ
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
し
や
す
い
環
境
と
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
学
生
の
皆
さ
ん
が
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
時
間
を
惜
し
み
、
必
死

で
勉
強
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
成
績
表
を
見
て
い
た
だ
く

な
ど
、
お
子
様
を
日
頃
か
ら
気
に
か
け
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
こ
れ
か

ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
第
二
種
放
射
線
取
扱
主
任
者
試
験
合
格
者
数
94
名

（
全
国
平
均
合
格
率
37.8
%
）（
本
学
平
均
合
格
率
64.3
%
）

２
年
次
生
36
名
、３
年
次
生
43
名
、４
年
次
生
15
名

◆
第
一
種
放
射
線
取
扱
主
任
者
試
験
合
格
者
数
30
名

（
全
国
平
均
合
格
率
34.4
%
）（
本
学
平
均
合
格
率
52.1
%
）

３
年
次
生
９
名
、４
年
次
生
16
名
、卒
業
生
５
名

１卒業生支援システム（各科共通）
国家試験等の結果が不合格であった広島
国際大学の卒業生が、少額で大学の試験
対策等を受講できるシステム。卒業後の
再チャレンジへのサポートとして、2008
年度から導入された。

学
生
の
意
欲
が
伝
わ
る

国
家
試
験
へ
の

取
り
組
み

国
家
試
験
対
策
と
し
て
、
４
年
次
生
を
対
象
に
10
月
か
ら
各
教

員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
分
野
を
受
け
持
ち
、
講
義
・
演
習
を
行
っ

て
い
ま
す
。
希
望
者
を
募
る
と
ほ
ぼ
全
員
が
希
望
し
、
と
て
も
意

欲
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
分
か
ら
な
い
と
こ
ろ
を
学
生
同

士
で
教
え
合
う
姿
な
ど
も
よ
く
目
に
し
ま
す
。
年
末
か
ら
年
始
に

か
け
て
、
実
家
へ
帰
ら
れ
る
お
子
様
の
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
お

子
様
の
健
康
管
理
と
、
ほ
ど
よ
い
緊
張
感
の
維
持
に
関
し
ま
し
て
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

就
職
に
関
し
ま
し
て
は
、
夏
休
み
頃
か
ら
年
末
に
か
け
て
の
内

定
通
知
が
多
く
、
本
学
科
に
お
き
ま
し
て
は
現
在
、
ほ
ぼ
半
数
の

学
生
が
内
定
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

３
年
次
生
は
年
明
け
か
ら
３
月
に
か
け
て
、
４
年
次
生
か
ら
ア

ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら
卒
業
研
究
の
内
容
を
検
討
し
て
い
き
、

４
月
か
ら
い
よ
い
よ
研
究
が
始
ま
り
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
活
動
で
活

躍
し
て
い
る
学
生
も
多
く
、
こ
れ
か
ら
も
充
実
し
た
学
生
生
活
を

送
っ
て
い
た
だ
け
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

１

臨 床 工

学 科

南山求学科長に
聞きました！

学生の様子や大学の行事、
研究などについてご紹介します。

診療放射線

学 科

堀口隆良学科長に
聞きました！
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医 療 経 営

学 科

医
療
系
や
一
般
企
業
、

就
職
先
は
様
々

医
療
経
営
学
科
で
は
、
医
療
系
の
就
職
に
役
立
つ
診
療
情
報
管

理
士
や
医
療
情
報
技
師
の
資
格
取
得
を
３
年
次
に
勧
め
て
い
ま
す
。

１
年
次
よ
り
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
、
診
療
情
報
管
理
士
に
つ

い
て
は
毎
年
30
人
程
度
の
学
生
が
資
格
を
取
得
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
学
科
で
学
ぶ
経
営
や
情
報
に
つ
い
て
の
知
識
は
、
医

療
系
の
現
場
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
般
企
業
に
も
対
応
で
き
る

力
と
な
っ
て
お
り
、
就
職
先
は
様
々
で
す
。
一
般
企
業
を
中
心
と

し
た
就
職
を
希
望
す
る
学
生
に

つ
い
て
は
、
３
年
次
の
12
月
か

ら
就
職
活
動
が
本
格
化
し
ま
す
。

こ
の
時
期
に
は
、
病
院
な
ど
の

医
療
系
の
道
に
進
む
か
、
一
般

企
業
へ
進
む
か
の
選
択
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
保
護
者
の

皆
様
に
は
、
相
談
に
乗
っ
て
い

た
だ
く
な
ど
の
ご
支
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

林行成先生に
聞きました！

医 療 福 祉

学 科

仲
間
や
先
輩
か
ら
学
べ
る

環
境
づ
く
り

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、３
年
次
生
の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

実
習
生
の
な
か
に
は
、
実
習
先
の
福
祉
現
場
で
卒
業
生
と
交
流
が

で
き
た
人
も
お
り
、
現
場
の
生
の
声
を
た
く
さ
ん
聞
け
た
よ
う
で

す
。
実
習
中
は
、
教
員
が
各
実
習
先
を
訪
問
し
、
心
配
事
な
ど
面

談
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
11
月
に
２
年
次
生
を
交
え
て
の
報

告
会
が
あ
り
ま
し
た
。
２
年
次
生
に
と
っ
て
は
、
次
年
度
の
実
習

先
を
選
ぶ
参
考
に
な
り
、
３
年
次
生
と
の
繋
が
り
も
で
き
る
、
と

て
も
良
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

４
年
次
生
は
１
月
の
国
家
試
験
を
控
え
、
学
生
同
士
で

勉
強
す
る
雰
囲
気
づ
く
り
が
で
き
て
い
ま
す
。
同
じ
研
究

室
の
学
生
と
教
員
の
距
離
も
近
い
た
め
、質
問
し
や
す
い
環

境
に
も
な
っ
て
い
ま
す
し
、
学
生
一
人
ひ
と
り
に
対
し
目

が
届
き
や
す
い
の
で
模
擬
試
験
の
結
果
な
ど
を
分
析
し
、

個
別
に
指
導
が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
保
護
者

の
皆
様
に
も
、
時
々
お
子
様
の
話
を
聞
い
て
い
た
だ
く
な

ど
、
気
持
ち
の
面
で
の
サ
ポ
ー
ト
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

山口真里先生に
聞きました！

理 学 療 法

学 科

４
年
次
の
総
合
臨
床
実
習
に
向
け
て
の

実
習
を
計
画

理
学
療
法
学
科
で
は
、
２
年
次
の
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
評
価

実
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
３
年
次
生
は
前
期
の
終
わ
り
に
研
究
室
を

決
定
し
、
後
期
か
ら
卒
業
研
究
を
始
め
て
い
ま
す
。
今
後
の
４
年
次

生
は
総
合
臨
床
実
習
と
し
て
、
５
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
病
院
実
習

を
行
う
予
定
で
す
。
現
在
、
全
国
２
０
０
か
所
の
実
習
先
と
連
携
し

て
構
成
さ
れ
て
い
る
臨
床
実
習
連
絡
協
議
会
と
、
実
習
の
あ
り
方
を

協
議
し
た
り
、
実
習
計
画
を
立
て
て
い
ま
す
。
ま
た
、
実
習
中
に
教

員
が
実
習
先
へ
訪
問
す
る
予
定
に
し
て
お
り
、
学
生
が
安
心
し
て
実

習
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

理
学
療
法
学
科
に
は
成
績

が
優
秀
で
、
ク
ラ
ブ
活
動
を

盛
ん
に
行
っ
て
い
る
明
る
い

学
生
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

毎
年
恒
例
の
保
健
医
療
学
部

の
３
学
科
対
抗
ス
ポ
ー
ツ
大

会
は
学
生
に
も
人
気
で
、
と

て
も
盛
り
上
が
り
ま
す
。

河村光俊学科長に
聞きました！

診療情報管理士学内
認定式
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ション学科

久次弘子先生に
聞きました！

臨 床 心 理

学 科

進
路
選
択
決
断
へ
の

や
さ
し
い
思
い
や
り
が
大
切

臨
床
心
理
学
科
で
は
、
幅
広
い
心
の
勉
強
を
し
て
い
る
た

め
か
、
思
い
や
り
を
持
つ
気
づ
き
の
あ
る
学
生
が
多
い
と
感

じ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
気
立
て
を
持
ち
、
心
を
専
門
と
し
た

学
び
を
習
得
し
た
学
生
は
、
就
職
に
関
し
て
も
多
方
面
か
ら

評
価
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

３
年
次
か
ら
４
年
次
に
か
け
て
は
、
臨
床
心
理
士
を
め
ざ

し
た
大
学
院
進
学
や
就
職
な
ど
の
進
路
選
択
に
悩
み
、
決
断

を
す
る
時
期
で
す
。
自
分
の
希
望
と
異
な
る
決
断
を
す
る
こ

と
も
あ
り
、
心
を
痛
め
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
つ

ま
ず
い
た
時
、
真
摯
に
「
選
ぼ
う
と
す
る
力
」
は
、

新
た
な
力
と
し
て
自
分
自
身
に
返
っ
て
く
る
と
思
い

ま
す
。
教
員
も
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
が
、
保
護
者

の
皆
様
に
は
、
一
見
、
学
生
が
進
路
に
つ
い
て
深
く

考
え
て
い
な
い
よ
う
見
え
て
も
、
実
は
一
生
懸
命
考

え
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
て
あ
げ
な
が
ら
、
や

さ
し
く
思
い
や
っ
て
、
相
談
に
の
っ
て
い
た
だ
け
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

森本修充学科長に
聞きました！

N EWS
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看 護 学 科

「
が
ん
ば
れ
」
で
は
な
く
、

心
の
支
え
に
な
っ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切

看
護
学
部
で
は
、「
自
ら
学
び
、
自
ら
取
り
組
む
学
生
」
を
育

て
て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
学
生
に
「
な
ぜ
？
ど
う
し
て
？
」
と
投

げ
か
け
る
こ
と
で
、
本
質
を
理
解
し
て
も
ら
う
工
夫
を
し
て
い
ま

す
。
医
療
等
の
現
場
に
お
い
て
も
、
目
の
前
の
患
者
様
が
求
め
て

い
る
こ
と
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
本
質
を
見
抜
く
力
が
必
要
だ

か
ら
で
す
。

４
年
次
生
の
国
家
試
験
対
策
と
し
て
は
、
定
期
的
な
模
試
や
対

策
講
座
、
個
別
指
導
、
強
化
対
策
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
番

に
は
「
あ
せ
ら
な
い
・
あ
き
ら
め
な
い
・
あ
な
ど
ら
な
い
」
の
３

つ
の
「
あ
」
で
臨
む
と
良
い
と
思
い
ま
す
。
皆
、
本
当
に
よ
く
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
年
末
か
ら
年
明
け
に
か
け
て
、
試
験
を
間
近

に
控
え
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
る
お
子
様
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
普

段
か
ら
大
学
の
方
で
も
心
の
面
も
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
保
護
者
の
方
に
も
「
努
力
し
て
い
る
姿
勢
」
を
受
け

止
め
て
い
た
だ
い
て
、「
が
ん
ば
れ
」
で
は
な
く
、
そ
っ
と
見
守

り
、
苦
し
い
気
持
ち
を
表
現
で
き
る
よ
う
、
心
の
支
え
に
な
っ
て

い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

江口瞳先生に
聞きました！

万
全
の
対
策
で
、

楽
し
み
な
が
ら
行
う
就
職
活
動

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ま
ち
お
こ
し
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

や
、
小
学
校
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
デ
ィ
ベ
ー
ト
の
授
業
を
行
う
な
ど
、

メ
デ
ィ
ア
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
実
習
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
セ
ル
フ
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
あ
り
ま
す
の
で
、
就
職
活
動
の
時
の
面
接

対
策
は
万
全
で
す
。
３
年
次
ま
で
に
卒
業
論
文
以
外
の
単
位
を
取
得
で

き
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
し
、
多
く
の
４
年
次
生
に
は
「
楽
し

み
な
が
ら
就
職
活
動
が
で
き
る
」
と
よ
く
声
を
か
け
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
就
職
活
動
を
よ
り
良
い
環
境
で
行
う
た

め
に
は
、
体
に
合
わ
せ
て
仕
立
て
直
し
た

ス
ー
ツ
を
４
着
程
度
、
カ
ッ
タ
ー
シ
ャ
ツ
、

ブ
ラ
ウ
ス
は
５
枚
、
靴
は
３
足
、
ネ
ク
タ
イ

も
４
本
は
用
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
を
揃
え
る
た
め
に
、
保
護
者
の
方
か
ら

の
資
金
の
ご
支
援
を
い
た
だ
け
る
と
、
お
子

様
も
心
強
い
と
思
い
ま
す
。
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感 性 デ ザ

イ ン 学 科

企
業
と
連
携
し
た
実
践
な
ど
が
豊
富

感
性
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は
外
部
の
企
業
な
ど
と
連
携
し
て
、
実

践
で
商
品
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
三
洋
電
機
株
式
会

社
と
、
シ
ェ
ー
バ
ー
の
形
状
を
共
同
で
検
証
し
、
２
０
０
８
年
３

月
に
「
P
U
L
L
剃
り
」
ペ
ン
グ
リ
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
シ
ェ
ー
バ
ー

を
製
品
化
し
ま
し
た
。「
シ
ェ
ー
バ
ー
で
剃
る
と
肌
が
痛
む
」
と

い
う
声
を
反
映
し
て
、
肌
へ
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
”安
全
か

み
そ
り
“
と
同
じ
握
り
方
の
ペ
ン
グ
リ
ッ
プ
ス
タ
イ
ル
で
引
き
な

が
ら
剃
る
こ
と
が
で
き
る
、
肌
に
や
さ
し
く
使
い
や
す
い
形
状
に

な
っ
て
い
ま
す
。

メ
ー
ル
な
ど
が
普
及
し
て

い
る
現
代
だ
か
ら
こ
そ
、
学

生
が
研
究
室
へ
足
を
運
ぶ
こ

と
が
大
切
で
す
。
保
護
者
の

皆
様
も
、
サ
マ
ー
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
、

ぜ
ひ
研
究
室
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

井上勝雄学科長に
聞きました！

機 械 ロ ボ

ティクス学科

地
域
と
連
携
し
て
進
め
る
、

Ｓ
Ｓ
Ｐ
活
動
と
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

機
械
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
に
は
現
在
２
年
次
生
ま
で
の
学
生
が
在

籍
し
て
い
ま
す
。

本
学
科
の
学
生
が
多
く
所
属
す
る
「
カ
ラ
ク
リ
倶
楽
部
」
で
は
、

今
年
度
S
S
P
活
動
と
し
て
、
呉
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
地
域
団
体

「
宇
宙
少
年
団
」
と
協
力
し
て
小
中
学
生
を
対
象
に
、「
楽
し
く
学
ぼ

う
工
作
教
室
―
キ
ミ
の
ラ
ク
ガ
キ
が
動
き
出
す
」
と
題
し
た
理
科
教

室
を
３
回
行
い
ま
し
た
。
大
学
祭
の
日
に
合
わ
せ
て
開
催
し
た
教
室

で
は
、
近
郊
の
小
学
生
34
名
が
大
学
を
訪
れ
て
ロ
ボ
ッ
ト
づ
く
り
を

体
験
し
ま
し
た
。

ま
た
、
来
年
３
年
次
生
に
は
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
施
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
社
会
へ
出
る
た

め
に
必
要
な
意
識
づ
く
り
や
学
習
支
援
に

も
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
通
し
て
、
自
分
自
身
の
将
来
の

イ
メ
ー
ジ
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
元
企
業
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
企
業

と
の
協
議
を
現
在
行
っ
て
い
ま
す
。

川上用一学科長に
聞きました！

２ＳＳＰ
（ステューデントソサイエティパートナーシップ）
学生が地域社会の人々とパートナーシップ
を結び、社会的価値ある活動を推進するプ
ログラム。

３インターンシップ
学生が一定期間企業などで研修生として働
き、就業体験を行える制度。

３

情 報 通 信

学 科

き
め
細
か
い
就
職
活
動
支
援

情
報
通
信
学
科
で
は
、
９
月
に
希
望
者
を
募
っ
て
、
工
場
（
企
業
）

見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。
訪
問
先
と
し
ま
し
て
は
、（
株
）
日
本
製
鋼
所
、

（
株
）
デ
ィ
ス
コ
、
テ
ラ
ル
（
株
）
な
ど
で
す
。
就
職
支
援
に
つ
き
ま
し

て
は
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
で
、
就
職
活
動
に
対
し

て
き
め
細
か
い
個
別
指
導
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
部
と
し
て
、

毎
月
「
進
路
支
援
戦
略
会
議
」
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
ご
と
の

就
職
活
動
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
話
し
合
い
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
工
学
部
は
す
べ
て
の
学
科（
機
械
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

学
科
は
２
０
１
０
年
度
に
１
期
生
が
卒
業
）で
就
職
率
１
０
０
％
を
達

成
し
て
い
ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
方
に
は
、

お
子
様
が
「
こ
ん
な
こ
と

を
や
り
た
い
！
」
と
い
う

や
る
気
を
引
き
出
す
た
め

の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
ご

家
庭
で
よ
く
話
し
合
い
を

す
る
場
を
も
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

小谷教彦学部長に
聞きました！

２
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住 環 境

デザイン学科

国
内
外
で
の
幅
広
い
研
修
と
教
育

住
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
で
は
、
建
築
学
科
と
合
同
で
毎
年
夏
に

国
内
研
修
（
３
泊
４
日
）、
海
外
研
修
（
８
泊
９
日
）
を
行
っ
て
お

り
、
今
年
は
関
西
、
パ
リ
・
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
へ
行
っ
て
き
ま
し

た
。
本
学
科
は
建
築
学
科
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
卒
業
研
究
発

表
会
で
の
相
互
参
加
や
卒
業
設
計
展(

大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な
ど
に

て
実
施)

の
共
同
展
示
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
住
環
境
デ
ザ
イ
ン

学
科
に
お
い
て
は
、
毎
年
ク
リ
ス
マ
ス
に
行
わ
れ
て
い
る
「
灯
り

展
」
に
も
参
加
を
し
て
お
り
ま
す
。

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
卒
業
設
計
展
へ
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
、
直
接
学
生
た
ち
の
作
品
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

石津嘉昭学科長に
聞きました！

薬 学 科
予
備
校
講
師
に
よ
る

国
家
試
験
対
策
も
充
実

薬
学
科
で
は
、
国
家
試
験
を
間
近
に
控
え
て
い
る
４
年
次
生
へ
の

サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、
年
末
年
始
の
14
日
間
、
外
部
の
予
備
校
講
師
を

お
招
き
し
て
、
国
家
試
験
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
に

対
す
る
ケ
ア
に
つ
い
て
常
に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
の
で
、
普
段
も

学
生
３
人
に
対
し
て
１
名
の
ス
タ
ッ
フ
を
揃
え
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
年
次
に
つ
い
て
は
、
各
年
次
と
も
実
習
の
授
業
を
多
く

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。
１
年
次
の
夏
休
み
に
、
病
院
・
薬
局
・
企
業

で
「
早
期
体
験
学
習
」
を
実
施
。
３
年
次
に
は
、
10
月
頃
か
ら
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
て
就
職
活
動
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
後
期
か
ら
は
毎
月
１
回
模
擬
試
験
を
行
い
、
国
家
試
験
へ
の
意

識
育
成
・
自
信
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

本
学
科
は
来
年
度
か
ら
、
完
全
に
４

年
制
か
ら
６
年
制
に
移
行
し
ま
す
。

５
・
６
年
次
に
は
高
度
な
臨
床
教
育
と

し
て
、
病
院
の
薬
剤
部
や
薬
局
で
行
う

６
か
月
の
実
務
実
習
な
ど
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

中牟田弘道先生に
聞きました！
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学部長杯！研究室対抗戦

建 築 学 科

「
高
校
生
セ
ミ
ナ
ー
」
や
卒
業
設
計
展
、

国
内
・
海
外
研
修
が
好
評

建
築
学
科
で
は
、
住
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
と
合
同
で
行
う
卒
業

設
計
展
、
国
内
・
海
外
研
修
の
ほ
か
に
、
８
月
に
「
高
校
生
建
築

セ
ミ
ナ
ー
」
を
昨
年
に
引
き
続
き
２
日
間(

参
加
者
各
10
名
程
度)

行
い
ま
し
た
。
本
学
科
に
入
学
す
る
前
か
ら
建
築
に
興
味
を
も
っ

て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
就
職

活
動
に
対
す
る
支
援
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
卒
業
生
が
各
方
面

へ
就
職
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
保
護
者
の
皆
様
と
直
接
意
見
を
交
換
す
る
こ
と

で
、
大
学
と
保
護
者
の
皆

様
で
お
子
様
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
け
た
ら
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、

来
年
も
積
極
的
に
教
育

懇
談
会
（
全
国
10
会
場

で
開
催
）
へ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

藤谷義信学科長に
聞きました！

N EWS

10
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？広島国際大学学生短期海外研修制度って何？

広島国際大学学生短期海外研修制度は、「各領域で活躍しうる職業人を

育成し、地域社会と国際社会に貢献する」という広島国際大学の教育理

念のもと、広い視野で国際問題を理解できる人材教育の一環として、

2006年度からスタートした海外留学支援プログラムです。

このプログラムでは、本学に在籍する学生自身が研修内容を企画・提

案して実行します。それぞれの学生に自己実現の機会を与えることを大

きな目的としており、研修にかかる費用の50万円を限度として援助して

います。

2008年度は、この制度を活用して９名の学生が夏季に海外研修を行い

ました。研修先などについては次の通りです。

名　前

村田　健一朗さん

小川　知恵さん

西沢　香織さん

伊藤　一也さん

杉岡　彩加さん

後藤　朱里さん

岸本　寛之さん

林　成樹さん

金井　雅樹さん

研　修　先

アメリカ合衆国

アメリカ合衆国

カナダ

アメリカ合衆国

韓国

アメリカ合衆国

ニュージーランド

ニュージーランド

アメリカ合衆国

研　修　内　容

語学研修・アメリカンフットボール部トレーナー活動参加

語学研修・「心の健康」を学ぶためにダンスレッスン参加

語学研修・卒業研究資料収集

語学研修・カリフォルニア大学サンディエゴ校のスポーツ施設、周辺病院の見学

語学研修（キョンヒ大学校のチューター制度利用）・卒業研究資料収集

大学院での研究テーマに関連するワシントン大学の研究施設視察

語学研修・オークランド大学にてインターフェースデザインの研究交流

語学研修・大学院での研究テーマに関連する観測施設の視察

語学研修・卒業研究資料収集

学　科

理学療法学科３年

看護学科３年

臨床心理学科３年

理学療法学科３年

コミュニケーション学科３年

医療工学専攻２年

感性デザイン学科４年

情報通信学科２年

コミュニケーション学科３年

2 0 0 8 年 度 海 外 研 修
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私
は
、
理
学
療
法
士
と
し
て
の
視
点
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
ス
ポ
ー
ツ
現

場
の
ト
レ
ー
ナ
ー
活
動
を
見
学
す
る
こ
と
と
、
英
語
能
力
の
向
上
を
目

的
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
英
語
に
ふ
れ
ア
メ
リ
カ
の
生
活
を

体
験
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
大
学
の
短
期
海
外
研

修
支
援
制
度
を
利
用
し
た
、
こ
の
研
修
を
計
画
し
ま
し

た
。こ

の
研
修
で
は
と
て
も
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
肌
で

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
一
番
に
感
じ
た
こ
と
は
、

人
と
接
し
た
り
、
何
か
を
す
る
の
に

人
種
の
違
い
は
関
係
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
ア
メ
リ
カ
と
日
本
で
は
、

文
化
や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
違
い
が
あ

り
ま
す
が
、日
本
の
こ
と
を
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
に
、積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
た
ら
し
た
だ
け
相

手
も
理
解
し
て
く
れ
て
、
す
ぐ
に
仲

良
く
な
れ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
ト
レ
ー
ナ
ー
活
動
は
１
チ
ー
ム
に
何
人
も
の
ト
レ
ー
ナ
ー

が
お
り
、そ
れ
ぞ
れ
が
ケ
ア
や
補
助
な
ど
の
作
業
を
行
っ
て
い
て
、チ
ー

ム
一
丸
で
サ
ポ
ー
ト
を
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
海
外
に
約
１
か
月
い
る
間
、
日
本
を
離
れ
て
改
め
て
家
族
の

優
し
さ
、
大
切
さ
に
気
づ
き
ま
し
た
。
こ
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
患

者
さ
ん
と
も
接
し
て
い
き
た
い
で
す
。

将
来
の
活
動
と
し
て
は
、
日
本
国
内
だ
け
の
理
学
療
法
士
で
は
な
く
、

世
界
に
も
眼
を
向
け
る
こ
と
の
で
き
る
理
学
療
法
士
を
め
ざ
し
て
い
き

た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
英
語
能
力
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、

こ
の
機
会
を
利
用
し
た
こ
と
で
、
そ
の
基
礎
を
構
築
で
き
た
と
思
い
ま

す
。
常
に
大
き
な
視
野
で
見
な
が
ら
も
、
患
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
と
真

剣
に
向
き
合
え
る
理
学
療
法
士
を
め
ざ
し
ま
す
。

世
界
に
も
眼
を
向
け
る
こ
と
が
で
き
る

理
学
療
法
士
を
め
ざ
し
て

い
き
た
い
で
す
。

村田健一朗さん

理学療法学科３年
研修先＞＞アメリカ合衆国

i n t e r v i e w
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大
学
卒
業
後
の
就
職
先
を
、
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
考
え
て
い

る
た
め
、
語
学
力
を
向
上
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
、
こ
の
短
期

海
外
研
修
へ
の
応
募
を
決
意
し
ま
し
た
。
ま
た
、
来
年
の
卒
業
研
究

の
資
料
集
め
と
し
て
飲
食
店
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
様
相
を
、

社
会
心
理
学
的
観
点
か
ら
検
討
も
行
い
ま
し
た
。

研
修
先
で
は
１
日
中
英
語
が
学
べ
る
週
35
レ
ッ
ス
ン
を
選
択
し
、

語
学
力
の
向
上
に
努
め
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
英
語
力
は
自
分

に
確
実
に
身
に
付
い
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
は
予
定
ど
お
り
進
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
当
初
予
定
し
て
い

た
調
査
結
果
が
得
ら
れ
な
い
等
の
反
省
す
べ
き
点
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
、
異
文
化
の
違
い
に
つ
い
て
興
味
が
あ
っ
た
の
で
、
中
国
、

ス
ペ
イ
ン
、
メ
キ
シ
コ
出
身
の
留
学
生
を
対
象
に
英
語
で
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
ど
の
国
の
人
も
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー

に
受
け
入
れ
て
く
れ
ま
し
た
が
、
同
時
に
自
分
か
ら
積
極
的
に
行
動

す
る
こ
と
の
大
切
さ
も
学
び
ま
し
た
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た

方
々
の
共
通
の
意
見
と
し
て
は
、
家
族
と
離
れ
て
い
る
こ
と
の
辛
さ
、

カ
ナ
ダ
と
い
う
国
の
文
化
に
適
応
す
る
こ
と
の
難
し
さ
の
２
つ
が
あ

り
ま
し
た
。
私
自
身
も
家
族
と
離
れ
寂
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
が
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
が
積
極
的
に
話
し
か
け
て
く
れ
た
り
、
お

い
し
い
料
理
で
お
も
て
な
し
を
い
た
だ
い
た
の
で
と
て
も
楽
し
く
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

１
か
月
と
い
う
短
期
間
で
し
た
が
、
語
学
力
も
鍛
え
ら
れ
た
の
で

就
職
活
動
に
向
け
て
自
分
の
た
め
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ

の
経
験
を
生
か
し
て
将
来
的
に
は
日
本
と
外
国
を
繋
ぐ
ツ
ア
ー
コ
ン

ダ
ク
タ
ー
に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
の
結
果
を
、
来
年
の
卒
業
研
究
に
生
か
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

日
本
と
外
国
を
繋
ぐ

ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

西沢香織さん

臨床心理学科３年
研修先＞＞カナダ

i n t e r v i e w
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常
々
、
語
学
学
習
の
た
め
英
語
圏
へ
向
か
い
、
か
つ
、
私
の
専
門
分

野
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
に
関
す
る
こ
と
）
を
、
研
修
先
で

プ
レ
ゼ
ン
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
、
今
後
の
研
究
の
糧
に
で
き
た
ら

と
考
え
て
い
ま
し
た
。

研
修
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
携
帯
電
話
な
ど
の
液
晶
画
面
の
移

り
変
わ
り
を
、
パ
ソ
コ
ン
上
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
疑
似
的
に
再
現
し
、

そ
れ
を
操
作
し
ま
し
た
。
そ
の
操
作
内
容
を
評
価
し
、

ど
の
よ
う
な
画
面
の
移
り
変
わ
り
が
使
い
や
す
い
か

を
考
え
る
研
究
が
私
の
専
門
分
野
で
す
。

操
作
内
容
は
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ

ル
に
出
力
し
、
主
に
こ
の
操
作
内
容
を
い
か
に
し

て
解
析
す
る
か
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
、「
現
在
の
画
面
状
態
を

お
お
ま
か
に
区
別
し
、
区
別
し
た
個
所
ご
と
に
階
層

と
し
て
定
量
化
す
る
。
そ
の
数
字
の
増
減
に
着
目
し
、

グ
ラ
フ
化
す
る
」「
操
作
中
の
ボ
タ
ン
を
押
し
た
回
数

だ
け
で
な
く
、
押
す
ま
で
に
要
し
た
時
間
に
も
着
目

す
る
」
な
ど
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

や
は
り
海
外
で
も
、
機
器
の
操
作
に
対
し
て
問
題

意
識
が
あ
り
、
根
本
的
な
考
え
方
は
日
本
と
同
じ
で

し
た
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
か
と
言
う
と
日
本
と
比
べ

論
理
よ
り
も
直
観
的
に
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
に
考
え
て
い

る
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。
な
お
、
意
見
に
上
が
っ
た
機
能
は
研
究
へ
の

反
映
を
終
え
、
現
在
解
析
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
語
学
学
校
で
は
、
語
学
力
で
レ
ベ
ル
分
け
さ
れ
た
こ
と
で
、
ク

ラ
ス
が
同
じ
語
学
レ
ベ
ル
の
人
で
編
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語

学
力
に
差
が
な
く
気
兼
ね
な
く
楽
し
く
話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
滞

在
中
の
日
常
生
活
と
は
異
な
る
形
で
英
語
を
習
得
で
き
、
大
変
刺
激
に

な
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
が
発
音
す
る
英
語
に
対
す
る
自
分
の
理
解
力

を
衰
え
さ
せ
な
い
た
め
に
も
、
テ
レ
ビ
や
本
を
使
っ
て
英
語
学
習
を
続

け
、
ま
た
海
外
に
お
い
て
長
期
滞
在
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
ま
す
。
大

学
院
へ
進
学
し
た
後
は
、
９
月
か
ら
１
年
間
休
学
し
、
海
外
へ
留
学

か
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
を
す
る
構
想
を
練
っ
て
い
ま
す
。

大
学
院
へ
進
学
し
た
後
は
、
留
学
か

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
を
す
る

構
想
を
練
っ
て
い
ま
す
。

岸本寛之さん

感性デザイン学科４年
研修先＞＞ニュージーランド
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乳
幼
児
の
ス
キ
ン
ケ
ア
に
関
す
る
研
究

〜
シ
ュ
ガ
ー
ス
ク
ラ
ブ
の
効
果
〜

最
近
は
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
が
乳
幼
児
の
４
人
に
１
人
の

割
合
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
反
応
に
よ
る

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
原
因
に
は
、
食
生
活
や
住
環
境
な
ど
の

生
活
環
境
の
変
化
な
ど
様
々
な
要
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
成
人
に
比
べ
抵
抗
力
の
弱
い
乳
幼
児
は
、
角
質

が
薄
く
、
皮
表
脂
質
量
が
少
な
い
た
め
に
、
皮
膚
は
傷
つ
き
容

易
に
感
染
を
繰
り
返
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
の
皮
膚
の
原
因
と

な
り
ま
す
。
そ
の
治
療
と
し
て
皮
膚
科
の
強
力
な
治
療
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
『
ス
テ
ロ
イ
ド
軟
膏
』
に
頼
っ
て
い
る
の
が
現

状
で
す
。

し
か
し
、
乳
幼
児
に
と
っ
て
は
、
ス
テ
ロ
イ
ド
の
よ
う
な
皮

膚
炎
の
治
療
よ
り
も
、
胎
内
環
境
と
同
じ
よ
う
な
清
潔
と
保
湿
に

優
れ
た
皮
膚
環
境
を
確
保
す
る
た
め
の
ス
キ
ン
ケ
ア
を
、
提
供
す

る
こ
と
こ
そ
基
本
的
な
こ
と
で
あ
り
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

我
々
の
研
究
室
で
は
、
２
０
０
７
年
度
に
株
式
会
社
ア
ビ
サ

ル
・
ジ
ャ
パ
ン
か
ら
の
委
託
を
受
け
、
商
品
「
シ
ュ
ガ
ー
ス
ク

ラ
ブ
」
が
乳
幼
児
の
ス
キ
ン
ケ
ア
に
適
し
て
い
る
か
ど
う
か
の

研
究
を
行
い
、
そ
の
有
効
性
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

「
シ
ュ
ガ
ー
ス
ク
ラ
ブ
」
と
は
、
て
ん
菜
糖
（
砂
糖
大
根
か

ら
抽
出
し
た
砂
糖
80
%
に
精
油
、
食
用
油
な
ど
20
%
）
に
オ
イ

ル
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
し
、
ス
キ
ン
ケ
ア
を
目
的
に
開
発
さ
れ
た
商

品
で
す
。
こ
の
特
徴
は
、
傷
の
治
癒
力
を
促
進
す
る
砂
糖
を
原

料
と
し
、
吸
水
性
の
高
い
こ
と
か
ら
、
皮
膚
の
乾
燥
を
防
ぎ
保

湿
効
果
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
オ
イ
ル
を
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
す
る

こ
と
で
肌
に
与
え
る
刺
激
を
軽
減
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
洗
浄

及
び
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
す
る
こ
と
で
、
皮
膚
の
角
質
層
に
砂
糖
を

ス
ム
ー
ズ
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
研
究
は
、
保
護
者
か
ら
研
究
参
加
の
同
意
が
得
ら
れ
た

５
か
月
か
ら
４
歳
未
満
の
28
名
の
乳
幼
児
を
対
象
と
し
ま
し
た

が
、
事
前
に
、
皮
膚
テ
ス
ト
（
看
護
学
部
島
谷
智
彦
教
授
の
協

力
）
を
実
施
し
て
安
全
性
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。
テ
ス
ト
の

判
定
後
に
、
シ
ュ
ガ
ー
ス
ク
ラ
ブ
を
使
用
し
た
乳
幼
児
群
と
使

用
し
な
い
乳
幼
児
群
に
分
け
て
、
同
じ
条
件
で
入
浴
（
沐
浴
）

を
行
い
、
入
浴
前
と
入
浴
後
30
分
と
を
比
較
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
シ
ュ
ガ
ー
ス
ク
ラ
ブ
を
使
用
し
た
乳
幼
児
群
の
入
浴
後

30
分
の
成
績
で
は
、有
意
に
高
い
保
湿
効
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

乳
幼
児
の
入
浴
前
の
肌
状
態
は
、
カ
サ
カ
サ
し
て
お
り
乾
燥

に
よ
る
掻
痒
感
か
ら
の
掻
傷
の
見
ら
れ
る
児
、
ア
ト
ピ
ー
の
様

な
湿
疹
や
発
赤
が
見
ら
れ
る
児
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。「
シ
ュ

ガ
ー
ス
ク
ラ
ブ
」
を
使
用
し
た
乳
幼
児
の
肌
は
、
入
浴
後
に

は
し
っ
と
り
し
、
発
赤
な
ど
の
炎
症
症
状
も
軽
減
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
結
果
は
シ
ュ
ガ
ー
ス
ク
ラ
ブ
に
は
洗
浄
効
果
と
保
湿

効
果
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
ま
す
。
傷
つ
き
や
す
い
乳
幼

児
の
乾
燥
状
態
の
肌
に
、
シ
ュ
ガ
ー
ス
ク
ラ
ブ
に
よ
る
ス
キ
ン

ケ
ア
は
効
果
的
で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

我
々
は
２
０
０
８
年
度
も
委
託
研
究
を
継
続
し
て
お
り
、
皮

膚
に
ト
ラ
ブ
ル
の
あ
る
乳
幼
児
を
対
象
に
し
て
１
か
月
間
の
使

用
に
よ
る
変
化
か
ら
シ
ュ
ガ
ー
ス
ク
ラ
ブ
の
効
果
に
つ
い
て
研

究
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
後
は
、
学
童
、
思
春
期
へ
と

対
象
者
を
拡
大
し
て
ス
キ
ン
ケ
ア
に
関
す
る
研
究
を
続
け
、

シ
ュ
ガ
ー
ス
ク
ラ
ブ
の
効
果
を
研
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

【株式会社アビサル・ジャパンの委託研究】

看護学科教授 山口　求

よもやも 
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ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

就
職

Fight！ 

２
０
０
９
年
度

就
職
戦
線
始
動
！

日
本
の
景
気
は
２
０
０
２
年
か
ら
６
年
に
わ
た

る
戦
後
最
長
の
回
復
が
途
切
れ
、後
退
局
面
に
入
っ

た
と
み
ら
れ
ま
す
。
資
源
高
と
輸
出
鈍
化
で
収
益

を
圧
迫
さ
れ
た
企
業
は
生
産
と
設
備
投
資
を
抑

え
、
消
費
心
理
も
冷
え
込
ん
で
い
ま
す
。
米
国
の

景
気
は
先
の
金
融
危
機
の
直
撃
で
一
段
の
減
速
が

予
想
さ
れ
、
新
興
国
経
済
の
足
取
り
も
重
く
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
内
外
需
と
も
け
ん
引
役
を
欠

く
中
で
、
日
本
の
景
気
後
退
は
浅
く
て
も
、
低
迷

が
長
引
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
い
よ
い
よ
２
０
１
０

年
３
月
卒
業
予
定
者（
現
３
年
次
生
）に
対
す
る
企

業
側
の
新
卒
採
用
活
動
が
10
月
よ
り
始
動
し
ま
し

た
。
９
月
に
は
合
同
説
明
会
へ
の
参
加
や
工
場
見

学
を
実
施
す
る
な
ど
先
手
を
打
っ
た
学
生
へ
の
意

識
付
け
を
行
い
、
10
月
か
ら
は
毎
週
の
よ
う
に
ガ

イ
ダ
ン
ス
や
業
界
研
究
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
12

月
13
日（
土
）
に
は
中
・
四
国
の
大
学
生
を
対
象
と

し
た
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー（
合
同
企
業
説
明
会
）を

本
学
で
実
施
し
ま
し
た
。
今
ま
で
の
よ
う
に
決
し

て
安
穏
と
で
き
な
い
状
況
の
中
、２
０
０
９
年
度

の
就
職
戦
線
は
徐
々
に
鼓
動
を
強
め
て
い
ま
す
。

広国大

サポーター
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東　達也さん

株式会社伊藤園　営業担当

「お米を食べようキャンペーン2008」の報告と御礼
広国大保護者の皆様へ

先月半ば後援会のご援助を得て学食にて表題のイベントを行いまし

た。ご飯付きメニューを原則50円引き・さらに大盛を無料にし、夜の

営業時には全品売切れになるという予想以上の好評を博し、無事終了

しました。ご支援いただきありがとうございました。

近年では、若者を中心に米の消費量が減っていると言われており、

広国大の学食でも「おかずのみ」というメニューが人気です。また、

春からのパン類の値上げにより、「お金が無いので昼食を減らすことが

ある」との学生の声も。このことから、新米が出回る時期に、少しで

もおいしいご飯を口にする機会を多くして欲しいという願いから11月

半ばに実施することになりました。

期間中はご飯の消費量が格段に増えましたが、丼に人気が集中しす

ぎたため、今後はバランスの良い食事をしっかりとっていただくとい

う本来の目的を果たすよう、定食に絞ったイベントも考えております。

私どもはご子息

の大学生活におけ

る食育を推進して

いくという職務を

忘れずに全うして

いく所存です。今

後とも応援よろし

くお願い申し上げ

ます。

広島厚生会

2008年人間環境学部

感性情報学科卒業

３年次の３月から進路について真剣に考えはじめました。キャリ

アセンターの方が親身になって進路について相談にのってくださ

り、現在就職している会社を紹介していただきました。私は営業

という職種で勤務していますので、お客様と接する機会が多いた

め、コミュニケーションが楽しいと感じています。そのコミュニ

ケーション能力は、広島国際大学在学中に先生方や大学職員の方

から学べたものだと実感しています。

進路選びについては、自分の理想の進路に近づけるよう、しっか

りと考え、自分で調べることも大事だと思います。

12月は、学生が多感な時なので、保護者の皆様には就職活動の

「がんばり」を認めてあげた上で、見守っていただけると学生も心

強いと思います。

キャンペーン中には、ご飯を求めて、いつもよ
り長い列ができました。


